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1.はじめに

　現在、訪日外国人数が日本政府観光局(JNTO)のデータに
よると過去 10年間で 2倍近く増加している。しかし、訪日
外国人に対する日本の医療サービスの対応は遅れ、特に日

本語が話せない訪日外国人と医療者との意思疎通の問題が

報告されている。

　本研究では、病院の受付時の外国人患者をサポートする

タブレット端末(Android OS)を用いたアプリケーションを
開発した。

　このアプリケーションをタブレット端末で使用するのは、

情報を電子化することで、紙とは違って保管場所を用意す

る必要はなく、文字と画像の両方で情報を確認できる。ま

たボタンインターフェース入力による受付シートのチェッ

ク式項目で誤字脱字をなくすことができる。

　機能は、受付時に外国人患者が名前や症状といった項目

をタッチパネルで入力できるようにした。入力情報はタブ

レット端末で翻訳し、BlueTooth通信プロトコールで翻訳
データで受付クラークサーバーに送信できるようにした。

検証では在日外国人（留学生）に実際に使用させた。

2.システムの概要

　本システムは、外国人患者が入力したネイティブ言語に

よる情報を日本語に翻訳し、BlueTooth通信プロトコール
で病院の受付サーバーに送信･保存するシステムである。

　このシステムでは、タブレットの画面に表示される各項

目に分かれた問診に対して、外国人患者がネイティブ言語

で入力して答える。入力する情報は主に選択ボタンインー

フェースに表記されているため煩雑な操作が不要となる。

a.外国人患者がタブレットに情報を入力
b.翻訳した情報を BlueTooth通信プロトコールで受付ク
ラークサーバーへ送信･保存

c．受付クラークサーバーへ送信された情報の表示

3.ユーザーインターフェースの設計
UI(1)では、個人情報（氏名、性別、誕生日、住所、電話番
号、保険証の有無、国籍）を入力する。

UI(2)では、これまでに医師に病気と診断されたことがある
かを問う。診断されたことがある場合は、表示されるダイ

アログから病名を選択し、入力する。

UI(3)では、現在病気で受診しているか問う。また受診して
いる場合は、表示されるダイアログから病名を選択し、受

診した時期を入力する。
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UI(4)では、最近の身体の調子について問う。身体の調子は、
Good（良い）、Normal（普通）、No（悪い）の 3つのラ
ジオボタンから選択し、入力する。

5.では、現在どのような症状があるのかを問う。症状は表
示されるダイアログの中から選択し、入力する。

UI(6)では、外国人患者の家族から「指定の病気」になった
人はいるのかを問う。いる場合は病名と誰が病気になった

のか入力する。

UI(7)では、食事を 1日 3食摂取しているのかを問う。1日
3食摂取していない場合は、1日何食を摂取しているか入
力する。

UI(8)では、生活習慣について問う。タバコの一日の喫煙本
数と喫煙し始めた年齢、またアルコール類はどのような種

類を飲むのか入力する。

UI(9)では、以前にこのような健康診断を受けたことがある
のかを問う。受けたことがある場合は、受診した時期と場

所を入力する。

4.結果

　使用検証は、留学生を対象に本システムを使用してもら

い、アンケート調査を実施した。検証結果は登壇時に提示

する。

5.まとめ

　近年、医療通訳者やトラベルクリニックの需要が高まる

一方で、それらのサービスの供給が追いついていない状況

にあり、外国人患者と医療者の言語障壁が問題視されてい

る。そこで本システムを使用することにより、病院受付で

の言語障壁を緩和させることが可能になり、外国人患者に

対し親切で丁寧、また迅速な対応を行うことができるよう

になる。
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